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令和６年度 社会福祉法人中信社会福祉協会事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 経営 

働きやすい職場環境の整備を推進するとともに、法人としての方向性を明確にし、

透明性が高く地域社会に貢献する事業運営を進めます。 

⑵ サービスの向上 

利用者、家族等の意見を尊重して、信頼される福祉サービスを実現し、利用者が

心豊かな生活を送れるよう努めます。 

⑶ 地域とのつながり 

地域の課題解決や地域ニーズに即した福祉サービスの提供に努めるとともに、地

域の方々とのふれあいを大切にし、地域の一員であることを自覚して行動します。 

⑷ 人材の確保と育成 

質の高いサービスを安定的に提供するため、必要な人材を確保するとともに、職

員一人ひとりが福祉の専門家としての自覚と誇りを持ち、地域福祉を担う社会福祉

人材を育成します。 

 

２ 取組結果 

⑴ 経営 

ア 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画の実施初年度にあたる

ことから各種会議及びプロジェクトにおいて、重点取組み目標及び主な取組内容

の周知を行いました。 

イ 「中長期財政計画」に基づき四半期ごとに経営診断を行いました。また、予算

に対する収支状況を定例会議で検証し、施設等の経費節減や事務事業の見直しの

目標を定め、取組みを進めました。 

ウ 施設及び事業所において、退所後の空床の長期化や短期入所の利用者減が見ら

れたことから、早期の対応を呼びかけましたが、結果的には、一部の施設におい

て大幅な収入減となりました。 

エ 長年、国家公務員の給与改定に準じた給与改定を行ってきましたが、職員労働

組合と協議のうえ給与規則の一部を改正しました。 

オ 当法人の安定的な運営の継続を図るため、７月からコンサルティング会社と契

約し、人事、労務及び給与制度のあり方等の見直しの検討を開始しました。 

⑵ サービスの向上 

ア  新型コロナウイルス感染症（以下、「コロナ感染症」といいます。）については、

４月に感染症防止に係る対応表の一部改正を行い、７月からは、各施設等が作成

した感染症対策の指針に基づき感染症予防対策を行うこととしました。令和６年

度は法人全体で利用者９３人、職員６６人の感染が確認されました。 
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イ 施設等が令和５年度に策定した業務継続計画（ＢＣＰ）に基づき、災害及び感

染症対応の訓練に加え、９月に法人大規模災害対応訓練を実施しました。 

ウ 令和６年１月及び２月に、施設等の人員、運営、設備等の基準及び個別支援計

画の作成方法等の確認を行う内部検査を実施しました。内部検査の結果に基づく

改善事項は、内部会議で周知し、さらなる改善につなげました。また、事故・ヒ

ヤリハットの発生要因の分析と改善策を共有するため利用者ケース記録等各種

記録システムに入力し、リスクマネジメントの分析、事故防止に役立てました。 

エ  地域の福祉ニーズに応えるため、在宅支援関連事業の研究を行い、さらに、先

進地視察研修（１１月実施）などを通して、地域生活支援の必要性の理解を深め

ました。その後、施設入所者の地域移行にあわせた在宅サービスの提供について

検討しました。 

オ 昨年度から引き続き「松本市強度行動障害者に対応するための施設改修補助金」

を受け、対象となる利用者の居室整備等を進めました。このことにより強度行動

障がいのある方の定期的な短期入所の受入れが可能となりました。 

カ ８月に職員の不適切な支援による障がい者虐待の事案が発生し、行政機関から

障がい者虐待に関する調査及び改善指導を受けました。法人虐待防止委員会にお

いて、虐待防止策について検討を重ね、全職員が再発防止に向け取組みました。

１０月に法人主催の「虐待防止・権利擁護研修」を開催し、施設等においても研

修を行い、虐待防止についての理解を深めました。  

⑶ 地域とのつながり 

ア あい・アドバンス今井が設立５０周年を迎え、１０月２０日に記念式典を開催

することができました。式典のほか祝賀行事を実施し、利用者とともに祝うこと

ができました。さらに、１０月３１日に村井病院との共催で記念講演会を開催し、

多くの地域の方々にも参加いただきました。また、施設等においては、感染症対

策を講じながら、施設行事の開催や教育機関の実習生受入れを行い、交流を深め

ることができました。 

イ 令和５年度から受託している松本市障がい者総合相談支援センター事業は、２

年目を迎えました。障がいのある方々やその家族の初期相談に対応するほか、地

域の社会資源との連携を推進しました。 

ウ 利用者の芸術活動、外出支援、災害協力の充実などの地域連携については、コ

ロナ感染症の感染対策をしながら、地元小中学校との交流、福祉ひろばが主催す

る演奏会への参加、施設の秋祭り等、機会を捉え実施することができました。 

エ 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画の取組みとして、７月

から９月にかけて利用者の作品を展示する「アートな参加月（さんかげつ）」を、

松本市役所梓川支所で開催しました。松本市梓川地区において当法人の施設等を

周知する機会となりました。 
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オ 情報公開と情報発信の新たな取組みとして、１月からインスタグラムによる施

設等のお知らせや行事の様子などを情報発信し、タイムリーな広報活動につなげ

るため、法人及び各施設のインスタグラムを開設しました。 

⑷ 人材の確保と育成 

ア 人材確保の取組みとして、学校訪問・新聞広告・情報サイト等を活用した広報

活動を行いました。また、事前に希望のある方々に施設を見学していただきまし

た。職員採用試験は、４回実施し、新たに８人を採用しました。 

イ 人材育成計画及び研修計画に基づく法人主催の研修は、集合研修により次のと

おり開催することができました。 

①新任職員研修（４月２日、６月６日・７日）、②危機管理研修（８月２０日、

１２月１２日）、③経理・事務職員研修（９月２０日）、④大規模災害訓練（９月

２５日）⑤虐待防止・権利擁護研修（１０月１５日）、⑥先進地視察研修（１１

月２５日）、⑦安全運転講習（１１月開催）、⑧医務交流分析研修（１０月３１日）、

⑨厨房職員研修（２月１４日） 

ウ ８月に、長野県が推進する「職場いきいきアドバンスカンパニー」の上位認証

である「アドバンスプラス」の認証を取得し、今後、職員が働きやすい職場環境

の改善に努めることを法人全体で確認しました。 

エ 令和６年度衛生計画及び衛生教育計画のもと職場巡視及び産業医による面談

並びに全職員を対象にメンタルヘルスチェックを実施し、職員のメンタルケアと

不調の予防に努めました。 

 

３ 特記事項 

⑴ ２０周年記念事業 

  グループホーム「杉のこ」及び「やまぶき」が開所２０周年を迎えたため、記念

行事を行いました。 

⑵ ハラスメント防止に向けた対応 

令和７年２月、施設長による就業規則・服務規定違反が発覚し、懲戒処分が行わ

れました。これを受け、同月に策定したハラスメント防止対策に関する基本方針に

基づき、職員会議などを通じて周知徹底を図りました。 

⑶ 育児・介護休業の一部改正 

令和７年４月１日施行の育児・介護休業法の改正に伴い、育児・介護を両立でき

るよう対象者の拡充、介護離職防止のための雇用環境整備及び個別の周知・意向確

認を実施するため、育児、介護休業等に関する規則の一部改正を行いました。 

⑷ ＮＰＯ法人福祉のふくちゃん解散に伴う残余財産の譲渡 

ＮＰＯ法人福祉のふくちゃんが令和６年５月に解散したことに伴い、令和７年３

月２８日に残余財産の譲渡を受けました。 
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令和６年度 本部事業報告 

（事務局総務課及び経理課） 

 

１ 事業目標 

⑴ 健全な法人運営と地域移行に向けた取組み 

⑵ 安全で信頼されるサービスと快適な生活環境の提供 

⑶ 人材の確保・育成と地域との連携 

 

２ 取組結果 

⑴ 健全な法人運営と地域移行に向けた取組み 

ア 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画を進めるべく、令和７

年度実施計画（令和７年度～令和９年度）に、様々な取組みを反映しました。ま

た、東信地区２法人の先進地視察研修（１１月２５日）を実施したところ、若手、

中堅職員を中心に地域移行支援や行動障がい者への支援など意識の向上につな

がりました。 

イ 在宅障がい者の地域生活支援を充実するために、山形村有償運送協議会に福祉

有償運送の登録申請を行い、８月に登録完了しました。松本市に続いて、山形村

在住の方の利用が可能になりました。 

ウ 令和８年度から義務化される施設入所者の地域移行等意向確認について、内容

を確認しました。また、新たに在宅支援関連事業の研究を行い、地域移行のため

の体制整備を引き続き検討することとしました。 

エ 人事、労務及び給与制度について、健全な法人運営ができるようコンサルティ

ング業者から見直しの提案を受け、プロジェクトにおいて検討を開始しました。 

オ  「中長期財政計画」に基づく健全な財政運営を進めるため、決算監査（５月２

２日）、中間監査（１１月２７日）、会計事務所の巡回指導（毎月実施）及び内部

監査（２回実施）を行い、財務規律の強化を図りました。 

カ 毎月の定例会議において収入確保及び経費節減の方策を検討し、職員全体で取

組む意識を高めました 

キ 長野県ＳＤＧｓ推進登録法人として、毎月の定例会議において温室効果ガス排

出量を確認し、削減に努めました。また、省エネ型機器の更新については、令和

７年度事業計画及び当初予算に反映し、環境に配慮した再生可能エネルギーの活

用について、引き続き、研究することとなりました。 

⑵ 安全で信頼されるサービスと快適な生活環境の提供 

ア ７月から施設等において感染症対策指針及び業務継続計画（ＢＣＰ）に基づい

た訓練を実施しました。今まで培ってきた経験のもと感染予防対策に必要な備品

を備えるなど実践的な取組みができました。 
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イ また、災害に対する業務継続計画（ＢＣＰ）に基づく訓練として、安否確認訓

練（２回実施）及び法人大規模災害対応訓練（９月２５日）を実施しました。 

ウ 内部検査を実施し、利用者ケース記録システム等各種記録システム（以下、記

録システムといいます。）の活用による業務の改善を進めました。個別支援計画

の作成及び福祉サービス提供に係る記録のほか、各施設における事故・ヒヤリハ

ットの発生要因の分析と改善策を記録システムに入力することで、即時の情報共

有が可能となり、事故の再発防止に役立てました。 

⑶ 人材の確保・育成と地域との連携 

ア 就職説明会等への参加のほか、施設実習や施設見学の受け入れをとおして、的

確な求人活動を行いました。 

イ 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画の取組みとして、「ア

ートな参加月（さんかげつ）」を７月から９月の３か月間、松本市役所梓川支所

において開催しました。松本市梓川地区の方々に、当法人施設等を周知する機会

となりました。 

ウ 法人ホームページの定期的な更新を行い、求人情報等の必要なお知らせについ

て、速やかに掲載しました。 

 

３ 特記事項 

⑴ オンライン研修サービスの活用 

    令和６年度法人研修計画に基づく職場内研修の一環として、オンライン研修サー

ビスを活用しました。研修内容は、①障害福祉サービスの仕組みと内容②支援職員

研修③係長研修④共生社会の実現に向けて⑤虐待防止に係る研修で、階層別に実施

しました。特に、虐待防止に係る研修は、非常勤職員も対象とし全職員が受講しま

した。 

  ⑵ 職場いきいきアドバンスカンパニーの認証取得 

８月に、長野県が推進する「職場いきいきアドバンスカンパニー」の上位認証で

ある「アドバンスプラス」の認証を取得しました。今後、職員が働きやすい職場環

境の改善に努めることを法人全体で確認しました。 
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 資金収支計算書  
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 事業活動計算書  
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 貸借対照表（横）  
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計算書類に対する注記（法人本部（社会福祉事業）拠点区分用）  



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

事務局障害者相談支援センター中信 

 

 

事業報告書 

資金収支計算書 

事業活動計算書 

貸借対照表 

計算書類に対する注記 
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令和６年度 事務局障害者相談支援センター中信事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 地域の社会資源との連携による計画相談支援の実施 

⑵ 地域共生社会の実現に向けた障害者相談支援事業の推進 

⑶ 相談支援従事者としての質の向上 

⑷ 働きやすい職場環境の整備 

 

２ 取組結果 

⑴ 地域の社会資源との連携による計画相談支援の実施 

ア  指定特定相談支援事業及び指定障害児相談支援事業の実施 

福祉サービス等の社会資源と連携し、利用者一人ひとりが望む暮らしができる

ようサービス等利用計画等を作成しました。モニタリングにおいては、サービス

等利用計画等に基づいた福祉サービスが、本人の意思決定による生活であるかど

うか定期的に確認し、意思決定支援による再計画につなげました。 

事業所で毎月、虐待防止委員会を開催し、権利擁護の観点から事例検討を行い

ました。地域の社会資源や行政機関との連携により虐待防止に努めました。 

イ 福祉サービスを希望する利用者の状況 

新規利用者は、障がい当事者や他機関からの問い合わせにより受入検討会議を

開催し、新たに１０人が計画相談の開始となりました。また、利用者のうち２５

人が、死亡又は障がい福祉サービスの利用終了で計画相談が終了しました。複雑

な課題のある利用者は複数相談員で対応し、基幹相談支援センター及び行政、医

療関係者等の助言、協力を得て、多角的な視点から支援会議を実施し課題解決を

図りました。 

⑵ 地域共生社会の実現に向けた障害者相談支援事業の推進 

公益的な取組みとして、松本市から受託している松本市障がい者総合相談支援セ

ンター事業は２年目となりました。松本市全域を対象とした相談支援事業であり、

市内５事業所で障がい児・者の初期相談等に対応しました。 

⑶ 相談支援従事者としての質の向上 

ア  各種研修への参加 

相談支援専門員の活動を継続するために必要な「相談支援従事者現任研修」に

２人が参加しました。また、相談支援の加算要件として必要な専門研修「高次脳

機能障がい支援養成研修」に１人が参加しました。さらに全職員が虐待防止及び

感染症等に伴う研修を受講し、実践の場で対応できるよう共有しました。 
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イ  松本市相談支援事業所連絡会等への参加 

松本市基幹相談支援センター主催の松本市相談支援事業所連絡会に年５回参

加し、地域の相談支援事業所と連携を深めました。また、松本市総合相談支援セ

ンター事業連絡会に毎月出席し、松本市と課題共有を図りました。 

⑷ 働きやすい職場環境の整備 

  法人主催の危機管理研修を受講し、ハラスメントに対する理解を深め、ストレス

軽減にむけた意識醸成をはかりました。また、毎日使用するパソコン周辺機器の整

備を行い、労働環境を改善しました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 社会福祉士養成に係るソーシャルワーク実習として、福祉系大学から３人及び専

門学校から２人を受け入れました。 

⑵ 職員の中途退職があり、下半期は相談員それぞれの相談支援業務が、負担増とな

ってしまいました。 

 

４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 指定特定相談支援事業及び指定障害児相談支援事業 

  ア 計画作成及びモニタリング                 （単位：件） 

区分（延件数） 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

指定特定相談支援事業 １，１００ １，０４５ １，０１６ 

指定障害児相談支援事業 ７１ ６９ ６０ 

合計 １，１７１ １，１１４ １，０７６ 

イ 利用現員                         （単位：人） 

区分（実人数） 
令和５年度

末利用者数 

新規 

利用者数 

計画終了 

利用者数 

令和６年度

末利用者数 

指定特定相談支援事業 ３２３ ９ ２２ ３１０ 

指定障害児相談支援事業 １９ １ ３ １７ 

合計 ３４２ １０ ２５ ３２７ 

ウ 生活状況                         （単位：人） 

区分（実人数） 施設入所 在宅 合計 

指定特定相談支援事業 １５１ １５９ ３１０ 

指定障害児相談支援事業 ０ １７ １７ 

合計 １５１ １７６ ３２７ 

  エ 地域別利用者数（実人数） 

  （ｱ） 指定特定相談支援事業                  （単位：人） 

松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

２１１ ４ ２８ ２２ ５ ２５ ２ １３ ３１０ 
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  （ｲ） 指定障害児相談支援事業                 （単位：人） 

松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

６ ０ ０ １１ ０ ０ ０ ０ １７ 

⑵ 松本市障がい者相談支援センター事業（松本市受託事業）    （単位：件） 

区分（延件数） 令和５年度 令和６年度 

松本市障がい者相談支援センター事業 ２，２５６ １，４４６ 
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令和６年度 地域サポートセンター事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 安全で安心して生活できるグループホームの提供 

⑵ 住民の一員として地域活動への参加 

⑶ 利用者の確保に向けた取組み 

 

２ 取組結果 

⑴ 安全で安心して生活できるグループホームの提供 

ア グループホーム「杉のこ」では、浴室のシャワーの破損や浴槽が劣化したた

め、改修工事を実施し、快適な住環境を提供することができました。 

イ グループホーム「やまぶき」では、経年劣化により食堂兼リビングの埋込型

エアコンのフィルター設置部分が破損したことや冷暖房能力の低下が顕著とな

ったため更新しました。 

⑵ 住民の一員として地域活動への参加 

ア 各グループホームにおいて、地域の清掃活動への参加や雪かき等、地域の一

員としての役割を果たしました。 

イ サンスポートまつもと主催のサッカー教室への参加、地域のお祭りや行事へ

の参加を通して、地域の方との交流を深めることができました。 

 ⑶ 利用者確保に向けた取組み 

ア 法人ホームページへの空室状況の掲載により、ホームページ閲覧者から問い

合わせがあり、随時、見学の対応を行いました。 

イ 見学者のなかには、宿泊体験を希望する方もあり、３人の方を入居につなげ

ることができました。 

 

３ 特記事項 

⑴ グループホーム「杉のこ」及び「やまぶき」が開所２０周年を迎えました。両グ

ループホームともにホテル等を活用して、利用者、世話人等関係者参加のもと食事

会及び記念行事を行いました。 

⑵ 令和６年度から、法人において移動支援事業を始めたことから、この事業を活用

して、通所後に買い物やおやつを食べて帰るなど、余暇活動の幅を広げることがで

きました。 
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４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

共同生活援助事業 ４２ ３９ ３７．１ ３９．６ △２．４ 

⑵ 令和６年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

共同生活援助事業 ４ ２ ２ 

⑶ 年齢別状況                          （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １３ ８ ０ ２ ３ ２６ ４６．２ ４７．０ 

女 ２ ５ ４ ２ １ １４ ５５．７ ５６．４ 

計 １５ １３ ４ ４ ４ ４０ ４９．５ ５１．７ 

⑷ 障害支援区分認定状況                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ４ ４ １３ ５ ０ ２６ ３．７ ３．８ 

女 １ ０ ５ ５ ３ ０ １４ ３．６ ３．８ 

計 １ ４ ９ １８ ８ ０ ４０ ３．７ ３．８ 

⑸ 地域別利用者数                       （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １８ １ １ ３ ０ ３ ０ ０ ２６ 

女 ５ ０ １ １ １ ３ ０ ３ １４ 

計 ２３ １ ２ ４ １ ６ ０ ３ ４０ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                  （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ８ ３ ７ ６ ２４ 

女 ４ １ ９ ０ １４ 

計 １２ ４ １６ ６ ３８ 
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ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 ０ ０ ０ ０ 

女 １ ０ ０ １ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 グループホーム世話人会 防火設備点検 

２８日 お花見会（杉のこ） 

 ５月  ３日 バーベキュー焼き肉会（あさがお） 

 ６月  ８日 圏域スポーツ大会、２１日 リビングのエアコン更新（やま

ぶき） 

 ７月 １６日 山形村環境整備（杉のこ・さつき） 

 ８月 １０日 サッカー教室（杉のこ） 

 ９月 １４日 サッカー教室（杉のこ）、２９日 杉のこ開設２０周年記念行

事 

１０月 ３日 市民タイムス『おもいやりボックス』の寄付による洗濯機設

置（あさがお）、５日・１９日サッカー教室（杉のこ）、２５日 浴室ユ

ニットバス浴室改修工事（杉のこ） 

１１月 ３日 サンアップル卓球大会出場（やまぶき）、９日 やまぶき開設

２０周年記念行事、１２日 年末大掃除（いっきゅう）、１８日 イン

フルエンザワクチン接種、２９日 避難訓練（あさがお） 

１２月 １３日 避難訓練（いっきゅう）、２４日 避難訓練（さつき）、２５日 

避難訓練（杉のこ） 

 １月  ２日 初詣（杉のこ・あさがお） 

 ２月 ２３日 昼食外出（あさがお） 

 ３月 １７日 避難訓練（あさがお）、２１日 避難訓練（やまぶき）、２５日 

避難訓練（さつき）、２６日 避難訓練（杉のこ） 

通年 随時各グループホーム世話人会 

随時移動支援（買い物・マクドナルド・家族の面会・猫カフェ等） 
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６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

松本医師会 健康診断 － １ １ － １ １ 

信大病院 定期健診 － ５ ５ － ５ ５ 

松本医療センター 定期健診 － ３ ３ － ３ ３ 

⑵ 受診人数                         （単位：人日） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 ３１ ２９ ３０ ３３２ ３４１ ３３８ 

入院状況 ５ ２ １ ２５０ １７２ ７ 

施設内処置状況 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

機能訓練実施状況 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ３７ ３０ ３１ ５８２ ５１３ ３４５ 
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令和６年度 梓荘事業報告 

 

１ 事業目標  

⑴ 利用者のより充実した生活の支援 

⑵ 地域社会とのつながり 

⑶ 人権尊重に基づいたコミュニケーション 

 

２ 取組結果 

⑴ 利用者のより充実した生活の支援  

ア 利用者の希望に基づいた生活の実現 

(ｱ) 個別支援計画策定時には、利用者の思いや状況を考慮し生き生きと生活でき

るように努めました。 

(ｲ) 家族が参加しての夏祭りや、外出支援・日帰り旅行を実施するなど、利用者

の希望に沿った様々な取組みを実施しました。 

イ 日課と業務の見直し  

(ｱ) 利用者の生活の充実と職員の負担軽減のため、勤務時間・休憩時間について

昨年度に見直しを行い、今年度から実施しました。その結果、日中活動の充実

を図ることができました。 

(ｲ) クラブ活動の再開はできませんでしたが、日中のレクリエーション、映画鑑

賞等活動の充実を図り、年に１５回実施し延べ２２９人の利用者が参加しまし

た。 

(ｳ) 入所部と通所部との連携した活動について検討を進めました。 

ウ 快適で安全な生活環境の提供 

(ｱ) トイレの改修工事により不足していた洋式トイレが増え、待ち時間の短縮が

図られ利便性が向上しました。また老朽化したエアコンやエコキュートの修繕

を行い、安心して生活できる環境整備を進めました。 

(ｲ) 感染や自然災害などの非常事態の対応に備えて、松本市立病院の認定看護師

による感染症発生時のガウンテクニックやゾーン分けなどについての研修、ま

た消防署からの指導による避難訓練や救命救急研修を実施しました。 

⑵ 地域社会とのつながり  

ア 地域とのつながりの拡充 

(ｱ) 地域の梓川中学校の文化祭（音楽会）に招待され、コロナ禍で中断して以降

初めて参加しました。また、ボランティア委員会の生徒さん方が２回にわたり

来荘し利用者と交流を深めました。 

(ｲ) 家族会、梓川地区民生児童委員、日赤奉仕団、梓川地区内のボランティア団

体の方々が、清掃作業及び利用者との散歩支援等に入り、屋外の作業だけでな

く、コロナ禍で自粛していた利用者との交流も行えました。 
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(ｳ) 実習生については１人を受け入れ、障がい者福祉への理解を深めてもらうよ

う努めました。 

イ 短期入所の充実 

  空床を活用し、新規利用者も積極的に受け入れました。実人数は昨年より増加

し１２人、延べ人数は２３６人の利用がありました。 

  ウ 福祉専門職としての向上を目指して 

コロナ禍で控えていた外部の研修にも参加し、関東甲信越地区身体障害者施設

協議会職員研修大会（横浜）、長野県社会福祉協議会主催の外部研修、長野県身

体障害者施設協議会の直接処遇研修など県内外の研修に９人の職員が参加しま

した。その他、法人内研修への参加や、施設内研修（嚥下機能についての研修、

おむつの当て方研修、感染症対応研修等）を実施し、職員の資質向上を図りまし

た。 

⑶ 人権尊重に基づいたコミュニケーション 

 ア 虐待防止の取組み 

   ７月に外部講師を招き虐待防止についての研修を実施しました。またオンライ

ン研修を活用し権利擁護、虐待防止等の研修を職員が自主的に受け、定期的にセ

ルフチェックを行うことにより日々の行動の振り返りができるようにしました。 

イ より良い人間関係の構築 

   職員会議等の各会議を活用し、職員の意識が統一できるよう働きかけました。

また、職員同士がコミュニケーションを取りやすい環境づくりのため、男女別に

行っていたミーティングをやめ、スタッフ全体で情報共有を図り、利用者と職員

や職員同士の信頼関係の構築に努めました。 

ウ 人権尊重に向けた取組み 

   職員会議やオンライン研修を通じ、人権尊重についての職員の意識を高める取

組みを実施しました。また地域の中学校との交流で中学生が障がい者と触れ合う

ことにより、障がい者理解を深め差別のない社会の一助となるような働きかけを

行いました。  

 

３ 特記事項 

⑴ 新型コロナウイルス感染症の状況 

７月に２８日間で利用者及び職員合わせて２３人、８月末から９月にかけて、 

１６日間で利用者及び職員合わせて２５人が感染する大きなクラスターが２回発

生しました。松本市保健所の指示を受けながら嘱託医と連携し、対応した結果、幸

いにも重症者は出ませんでした。通所事業については、１５日間を縮小営業し、訓

練工房と通所事業の活動棟を感染ゾーンとして活用したため、４日間の営業停止と

なりました。 
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⑵ 職員配置の見直しについて 

利用者支援を効率的に実施し、入所部と通所部の連携を強化するため、職員の配

置及び担当について見直しを行い、令和７年度から実践することとしています。 

⑶ 職員の資格取得について 

医療的ケアが必要な利用者が増加したことと、職員の資質向上のため、喀痰吸引

に関する資格取得を来年度実施するための検討を進めました。 

 

４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

生活介護事業 ５５ ５５.４ ５９.３ ５６.７ １.７ 

施設入所支援事業 ５０ ４７.０ ５１.０ ４９.０ △１.０ 

⑵ 令和６年度異動状況                     （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ １０ △６ 

施設入所支援事業 ２ ４ △２ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １ １０ ７ ２ ６ ２６ ６０.１ ５９.１ 

女 ３ ９ ３ ２ ６ ２３ ５９.５ ６０.８ 

計 ４ １９ １０ ４ １２ ４９ ６０.０ ５９.９ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ７ ４ １ １ ０ １３ ３９.５ ４７.０ 

女 ８ ３ １ １ ０ １３ ４０.０ ３０.１ 

計 １５ ７ ２ ２ ０ ２６ ３９.８ ４０.０ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ １ ４ ２１ ２６ ５.８ ５.７ 

女 ０ ０ １ １ ５ １６ ２３ ５.６ ５.６ 

計 ０ ０ １ ２ ９ ３７ ４９ ５.７ ５.７ 
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イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ １ ３ ２ ７ １３ ５.２ ４.６ 

女 ０ ０ ０ ２ ４ ７ １３ ５.４ ５.５ 

計 ０ ０ １ ５ ６ １４ ２６ ５.３ ５.０ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １４ ０ ５ ４ ０ ２ １ ０ ２６ 

女 ９ １ ４ ５ １ ２ ０ １ ２３ 

計 ２３ １ ９ ９ １ ４ １ １ ４９ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ９ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ １３ 

女 ６ ０ ０ ６ ０ １ ０ ０ １３ 

計 １５ ０ ０ １０ ０ １ ０ ０ ２６ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２７ ６ １ ３ ０ ０ ３７ 

女 １８ １１ １ ０ ０ ０ ３０ 

計 ４５ １７ ２ ３ ０ ０ ６７ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 １０ ４ １ ０ １５ 

女 １０ １ ２ １ １４ 

計 ２０ ５ ３ １ ２９ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ １ ０ ２ 

女 ０ ２ ０ ２ 

計 １ ３ ０ ４ 
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５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 １４日・１５日・１６日・１７日・１８日・１９日 お花見ドライブ、 

２４日 春祭り昼食会、２８日 家族会総会 

 ５月 ８日 端午の節句、１５日 利用者レントゲン、１９日 衣料品出

張販売、２２日・２９日 ボランティアによる清掃活動、２９日 救

急救命研修会 

 ６月 ５日 ボランティアによる清掃活動・避難訓練、１６日 家族会環

境整備・懇談会、１９日 ボランティアによる屋外散歩、２６日 嚥

下機能研修 

 ７月 ３日 七夕行事・虐待防止研修、１８日・２５日 ボランティアに

よる清掃活動、２４日 うなぎの提供 

 ８月  ４日 夏祭り、７日 おむつ使用方法研修、２１日 感染症対応研

修 

 ９月 ２７日 梓川中学校音楽会鑑賞、２９日 日帰り旅行 

１０月  ６日 日帰り旅行、１５日 歯科大巡回検診、１６日 秋祭り、  

２３日 感染症対応研修、３０日 避難訓練 

１１月  ６日 梓川中学校ボランティア委員会との交流・焼き芋会、１７日 

衣料品出張販売、１９日・２６日 インフルエンザ予防接種 

１２月  ２日 ボランティアお菜漬け、３日 新型コロナウイルスワクチン

接種、１１日 梓川中学校ボランティア委員会との交流、２５日 ク

リスマス会・忘年会、２６日・２７日 ゆず湯 

 １月  ８日 新年会、９日・１０日 りんご湯、２６日 家族会役員会 

 ２月 ３日 豆まき、１８日 寿司を賞味する会、２６日 虐待防止研修 

 ３月 ３日 ひな祭り行事、４日 第３者委員報告会、１２日 褥瘡予防

研修 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

レクリエーション １３ １９９ ボッチャ、門松作り、かるた等 

映画鑑賞 ２ ３０ ＤＶＤ鑑賞 

外出支援 ７０ ８０ 買い物、ドライブ 

計   ８５ ３０９  
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６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                      （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

松本市立病院 内科 ５０ ４７ ４９ １０１ １４６ １３０ 

その他医療機関 歯科検診 ５０ ４８ ４９ ５０ ４８ ４９ 

⑵ 受診人数                         （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 ５１ ５１ ４９ １,５８７ ２,６９２ ２,７５５ 

入院状況 １１ ９ １０ ２００ １０９ ２１７ 

施設内処置状況 ５２ ７０ ６３ ２０,０５９ １８,４６４ １９,９５５ 

機能訓練実施状況 ５１ ４８ ４９ １,１２５ １,１９９ １,１７６ 

合計 １６５ １７８ １７１ ２２,９７１ ２２,４６４ ２４,１０３ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                         （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ５５,６７２ ５５,８１９ ５５,４４３ 

職員等 ２,５１８ ２,４９８ ２,６５０ 

計 ５８,１９０ ５８,３１７ ５８,０９３ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,４５０kcal １,４４４kcal 

タンパク質 ４０～５０ｇ  ５８.９ｇ  

脂質 ３３～４２ｇ  ４４.３ｇ  
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⑶ 食事内容及び間食状況                     （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 １６ １４ １６ 

週１回 

水曜日 

軟飯 ５ ９ ７ 

粥食 １９ ２０ １７ 

ミキサー食・ゼリー食 ７ ８ ９ 

副食 

常食 １２ １３ １２ 

粗刻み ８ ８ ７ 

細刻み・刻み １７ １８ １６ 

ミキサー食 １０ １２ １４ 

経管栄養 ０ ０ ０ 

 

８ 短期入所事業等実施状況                     （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ ８ ９ １２ ５４８ ４８０ ２３６ 

日中一時支援事業    １ ２ ２ ６５ ８８ ７１ 
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令和６年度 ささらの里事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 安全・安心な環境づくり 

⑵ 利用者サービスの向上 

⑶ 地域とのつながりの強化 

⑷ 人材育成と働きやすい環境づくり 

 

２ 取組結果 

 ⑴ 安全・安心な環境づくり 

  ア 職員による利用者への不適切な行為が８月に発覚しました。虐待行為の認定を

受け、指摘事項に基づく改善計画書を松本市に提出しました。この間、職員への

意識アンケートとセルフチェックをそれぞれ２回、虐待防止研修を受講するなど

法人をあげて計画に基づく継続した取組みを進めました。２月には、虐待防止へ

の取組状況について中間報告書を同市に提出しました。 

  イ 令和６年度から施設が一律に提供するおむつ製品が法人全体で変更になった

ことから、排泄時間や回数についての見直しを進めました。併せて、皮膚疾患の

予防、正しいおむつのあて方等に関して、外部講師を迎えて研修を開催しました。 

  ウ 防災対策として、業務継続計画に基づく夜間避難訓練を７月に、３拠点合同の

地震総合訓練を１１月に実施しました。１月には、自衛消防協力員連絡会を開催

し、地元内田地区と寿地区小池町会役員が施設において避難経路や災害時の協力

体制について確認しました。 

  エ 感染症感染予防のために定期的な清掃、消毒、換気を徹底しました。併せて、

保健衛生委員会を１１回開催し、地域の感染状況を踏まえた感染予防対策を進め

ました。しかしながら、昨年１２月に施設内でインフルエンザウイルス感染症が

発生し、終息後、肺炎や気管支炎を伴う風邪症状が拡大してしまいました。入院

やゾーニング対応の結果２月上旬に平常に戻りましたが、この間、男性利用者２

人がお亡くなりになりました。 

  オ 給食委員会は、食事に関する利用者の意見を直接伺う機会です。いただいたさ

まざまな意見は、給食の提供方法や調理などに反映しました。また、厨房職員の

会議をこれまでに５回開催し、安全を第一に調理業務の見直しを進めました。 

  カ 身体状況の変化から自力での移乗が困難になるなど、転倒や転落の危険性があ

る利用者が増加しました。そのため、多職種が連携して利用者個々に合った健康

管理、栄養、支援について見直しを進め、身体機能の維持・向上につなげました。 

  キ 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会をこれまで５月、１２月及び３

月に３回開催し、委員が利用者の意見を直接伺いました。併せて、施設の状況報

告に対して意見をいただき、提供サービスの質を高めるため業務を改善しました。 
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 ⑵ 利用者サービスの向上 

  ア 個別支援計画の作成が利用者ケース記録システムに移行し、同システムを活用

したバイタル管理を開始したことで、情報共有が進みました。併せて、利用者の

班ごとに専任の看護師を置き、医療面における支援の確実性が向上しました。 

  イ 介護ロボットの活用については、国際福祉機器展（東京都）やＩＣＴ・介護ロ

ボット導入に関する説明会（長野市）に参加し、導入の可能性について考える機

会を持ちました。 

  ウ 感染症に留意しつつ、７月から少人数による外出を継続的に実施しました。ま

た、「ささらの里祭り」では、信州プロレスリングの興行を計画し、４年ぶりに

家族が来所して催しを楽しむことができ、コロナ禍以前の状況に戻りつつありま

す。このほか、夏祭り、クリスマス会、そば会等計画した行事は予定どおり実施

することができました。 

  エ ノーリフトケアの推進については、新たに利用者２人への走行リフト、スライ

ドボード等の活用について検討を進めました。 

 ⑶ 地域とのつながりの強化 

ア ソーイングボランティアの受入れを再開し、利用者が座ったままで着られる上

下別れた浴衣を特別に制作していただきました。夏祭りには、利用者がその浴衣

を着用して祭りの気分を味わいました。 

  イ 短期入所は、新たに２人が利用を開始されました。いずれも家族の入院治療を

想定したものでした。施設がセーフティネットとしての機能を維持するため、短

期入所の通常利用に加え、相談事業所等と連携し、緊急的な受入れについても調

整を進めました。 

  ウ 広報「ささらの里」２回を発行し、法人ホームページ、インスタグラムを活用

して情報を発信しました。 

 ⑷ 人材育成と働きやすい環境づくり 

福祉職員生涯研修、喀痰吸引等研修（第２号及び第３号）、実習指導者研修、身

体障害者施設職員研修大会等積極的な研修受講に加え、施設研修として、高次脳機

能障がいにかかわる研修、虐待防止・リスクマネジメント等に係る職員全体研修を

実施しました。 

 

３ 特記事項 

新年度に向けて、業務の標準化、人手不足時の体制を意識した業務マニュアルの見

直しを進めました。併せて、風通しの良い職場づくりを進めるため、新たな取組みと

して「ゆうがたミーティング」の試行を始めました。職員が小グループで他者のいい

ところを見つけながら、業務上の課題を共有しました。 
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４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                   （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

生活介護事業 ５９ ６２.３ ６１.５ ５９.３ ０.３ 

施設入所支援事業 ５０ ４９.０ ４８.７ ４７.７ △２.３ 

⑵ 令和６年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ３ １ 

施設入所支援事業 ４ ３ １ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ０ １２ ８ ３ １ ２４ ５８.４ ５８.４ 

女 ６ ９ ２ ４ ５ ２６ ５２.４ ５３.６ 

計 ６ ２１ １０ ７ ６ ５０ ５５.３ ５５.９ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ５ １ １ １ ０ ８ ４０.３ ３９.３ 

女 ３ ２ ０ １ ０ ６ ４３.５ ４２.５ 

計 ８ ３ １ ２ ０ １４ ４１.７ ４０.７ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ ５ １９ ２４ ５.８ ５.９ 

女 ０ ０ ０ ０ ３ ２３ ２６ ５.９ ５.９ 

計 ０ ０ ０ ０ ８ ４２ ５０ ５.８ ５.９ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ １ ７ ８ ５.９ ５.８ 

女 ０ ０ ０ ０ １ ５ ６ ５.８ ５.８ 

計 ０ ０ ０ ０ ２ １２ １４ ５.９ ５.８ 
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⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １５ ０ ４ １ １ ３ ０ ０ ２４ 

女 １７ １ ４  ０ １ １ １ １ ２６ 

計 ３２ １ ８ １ ２ ４ １ １ ５０ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ ８ 

女 １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ ６ 

計 ３ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ６ １４ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２０ ３ ０ １ ０ ０ ２４ 

女 １８ ７ ０ ０ ０ ０ ２５ 

計 ３８ １０ ０ １ ０ ０ ４９ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ５ ２ １ １ ９ 

女 １０ ２ ０ ０ １２ 

計 １５ ４ １ １ ２１ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 ０ ０ ０ ０ 

女 １ ０ ０ １ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ２１日 春の顔合わせ会、オープンハウス 

 ５月 ５日 アイスクリームを食べる日、１３日 第三者委員及び保護者

コーディネーター報告会 

 ６月 １６日 ゆめ水族園（２２日まで） 

 ７月 ３日 布団交換、６・７日 衣料品訪問販売、１２日 夜間総合避

難訓練、２４日 うなぎの日、２８日 夏祭り、棟内燻煙（３日間） 
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 ８月 １１日 アイスクリームを食べる日、１９日 排泄ケア・褥瘡予防研

修（施設研修） 

 ９月 １１日 明善中学生徒会からの寄付 

１０月 ９日 布団交換、１８日 秋祭り前夜祭、２１日 胸部レントゲン

撮影、２２日 衆議院選挙期日前投票、２７日 ささらの里祭り 

１１月 ２１日 感染症予防研修（施設研修）、業務継続計画研修（施設研修）、

２６日 インフルエンザワクチン予防接種、３０日 地震総合訓練（３

拠点）、３拠点間職員交流研修（５日間） 

１２月 ３日 第１回そば会、９日 第三者委員及び保護者コーディネータ

ー報告会、１５日 クリスマス・忘年会 

 １月 １７日 新年会（食事のみ）  

 ２月 ３日 だるまの目入れ・節分行事、１２日 高次脳機能障がいの理

解と対応（施設研修）、１６日 全体研修（リスクマネジメント・虐待

防止研修）、２０日 第２回そば会、２２日・２３日 衣料品訪問販売 

 ３月 ２日 おいしいケーキを食べる日、１７日 第三者委員及び保護者

コーディネーター報告会 

通年 ピア・カウンセリング、美容・理髪の訪問、誕生会食、外出支援

（７月から１２月まで計１７回実施） 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

おひさまクラブ ９ ６４ オイルマッサージ 

園芸クラブ ７ １０８ 土づくり、種まき、定植、収穫等 

音楽クラブ １０ ２１４ 楽器演奏、ラジオ体操 

芸術クラブ ７ ９０ 作品制作、音楽鑑賞、書道 

外出支援 １４ ２８ 買い物、外食 

映画鑑賞 ２ ４７ 映画鑑賞 

その他 １８ ２６３ 散歩、作品制作、ゆめ水族園ほか 

計 ６７ ８１４  
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６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

村井病院 精神科往診 １２ １３ １０ １３５ １２２ １１６ 

藤森病院 内科検診 ５１ ５１ ５１ ５１ ５１ ５１ 

相澤病院 胸部Ｘ線 ５０ ４９ ４８ ５０ ４９ ４８ 

松本歯科大学 歯科検診 ５０ ４８ ４９ ５０ ４８ ４９ 

⑵ 受診人数                      （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 ６５ ５１ ５１ ３,４７７ １,２３４ １,６０２ 

入院状況 １５ １８ ２０ ２３７ ５４７ ４８９ 

施設内処置状況 ５８ ５１ ５１ １８,８７２ ２４,１５０ ２５,９６０ 

能訓練実施状 ４６ ４７ ４５ １,８５９ ２,４７１ ２,０６９ 

合計 １８４ １６７ １６７ ２４,４４５ ２８,４０２ ３０,１２０ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ５３,９６１ ５２,５７３ ５１,１５８ 

職員等 ２,２４４ ２,２１８ ２,６３６ 

計 ５６,２０５ ５４,７９１ ５３,７９４ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,５００kcal １,４４７kcal 

タンパク質 ６５ｇ ６３.１ｇ 

脂質 ４５ｇ ４４.３ｇ 
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⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 ２８ ２６ ２６ 

週１回 
軟飯 ０ ０ ２ 

粥食 ６ １６ １５ 

ミキサー食・ゼリー食 ３ ２ ２ 

副食 

常食 １４ ２１ ２０ 

 

粗刻み １０ ３ ５ 

細刻み・刻み ２０ １８ １８ 

ミキサー食 ３ ２ ２ 

経管栄養 ４ ５ ５ 

 

８ 短期入所事業等実施状況                     （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

短期入所事業 ４ ４ ４ １２ ９ ８ ４４３ ３８５ ２５９ 

日中一時支援事業    ４ ４ ４ １６ ２２ ２９ 
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令和６年度 こきりこささら事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 安全で質の高いサービスの提供 

⑵ チームによる支援力の向上 

⑶ 透明性の高い事業所運営 

⑷ 平均利用者数の目標達成に向けた取組み 

 

２ 取組結果 

⑴ 安全で質の高いサービスの提供 

  ア 利用者アンケートを実施して皆さんの希望を把握し、「喫茶」、「ショッピング」、

「道の駅ドライブ」、「公園めぐり」、「美術鑑賞」などの外出支援を行いました。

このほか行事として、お弁当のテイクアウト、そば会、クリスマス会など季節感

のある催しを実施しました。 

  イ 個別支援計画に機能維持訓練を位置づけ、生活の中で利用者の希望と身体状況

に合わせた訓練を実施しました。 

  ウ 利用者の充実した在宅生活を維持するため、看護師による日常的な体調管理と

併せ、常に利用者、家族とコミュニケーションを取り、個別に介護方法や健康上

必要な情報を提供しました。 

  エ 業務継続計画に基づく防災対策として、ささらの里夜間総合避難訓練（７月）、

３拠点合同の地震総合訓練（１１月）を実施し、利用者の避難誘導、屋内消火栓

の取扱い等について実践力を高めました。 

事故・ヒヤリハットについては、発生後、速やかに状況確認と検証を進め、職

員ミーティングにおいて再発防止策を共有しました。 

  オ 利用者個々の家庭事情や生活上の課題に対して、相談支援専門員や介護支援専

門員と連携して利用調整を行い、利用者が支障なく生活できるよう努めました。 

 ⑵ チームによる支援力の向上 

ア 身体障害者施設職員研修大会、権利擁護・虐待防止研修、安全運転講習会、移

送サービス運転者講習、ＯＪＴリーダー養成講習、苦情対応システム研修等の法

人内外の研修を職員が受講しました。 

イ 利用者の支援方針を職員間で共有し、誰が行っても同じ支援ができるよう業務

の標準化を進めました。 

ウ 支援者会議への出席を通して、相談支援専門員、介護支援専門員等他事業所と

の連携強化を図りました。 

エ 新しい情報や課題を共有するため、職員ミーティングを適時行いました。 
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⑶ 透明性の高い事業所運営 

  ア 事故・ヒヤリハット、苦情要望については、毎月の職員会議と企画運営会議に

おいて報告、検討し、改善に向けた対応を進めました。 

  イ 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会を３回開催し、委員が利用者の

思いを直接伺い、接遇や支援方法の改善につなげました。 

⑷ 平均利用者数の目標達成に向けた取組み 

   今年度、新たに９人が利用を開始し、生活介護事業及び地域活動支援センター事

業の平均利用者数は１７.４７人でした。来年度に向けて、養護学校の生徒３人が４

月から利用開始できるよう区分判定や体験利用を進めました。引き続き、利用者ニ

ーズの把握と関係機関との連携を図り、利用日数の増につなげるとともに、地域の

皆さんのニーズに応えられるよう見学、体験を積極的に受け入れます。 

 

３ 特記事項 

生活介護の受給要件を満たさない方のために、関係機関と連携して地域活動支援セ

ンター事業を実施しました。新たに養護学校生徒１人の利用が始まりました。 

 

４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                   （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

生活介護事業 ２０ １５.４３ １６.９５ １７.４７ △２.５ 

地域活動支援センター事業 １０ ０.６ ０.７ ０.５ △９.５ 

⑵ 令和６年度異動状況                     （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ８ ６ ２ 

地域活動支援センター事業 １ １ ０ 

⑶ 年齢別状況                          （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ９ １１ ２ ４ ５ ３１ ４６.９ ５０.９ 

女 １１ ８ ４ ４ １ ２８ ５２.０ ４８.９ 

計 ２０ １９ ６ ８ ６ ５９ ４９.１ ４９.９ 

⑷ 障害支援区分認定状況                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ３ １ ８ ７ １２ ３１ ４.８ ４.７ 

女 ０ ２ ５ ３ ９ ９ ２８ ４.６ ４.８ 

計 ０  ５ ６ １１ １６ ２１ ５９ ４.７ ４.７ 
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⑸ 地域別利用者数                       （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ２２ ０ ４ １ ０ ０ ０ ４ ３１ 

女 ２０ ０ ３ １ ０ ３ ０ １ ２８ 

計 ４２ ０ ７ ２ ０ ３ ０ ５ ５９ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２１ ３ ３ １ ０ ０ ２８ 

女 ８ ９ １ ０ ０ １ １９ 

計 ２９ １２ ４ １ ０ １ ４７ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 １２ １ １ １ １５ 

女 １２ ３ ３ ０ １８ 

計 ２４ ４ ４ １ ３３ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ １ ０ ２ 

女 １ １ ０ ２ 

計 ２ ２ ０ ４ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 調理実習、外出アンケート、お花見ドライブ 

 ５月 創作活動（梁アート制作・桃太郎物語）調理実習、オープンテラス 

１３日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会 

 ６月 創作活動（梁アート制作・桃太郎物語）調理実習、バラ園、紫陽花ド

ライブ 

 ７月 創作活動（七夕飾り制作）調理実習、紫陽花ドライブ、買い物外出、

行事食① 

 ８月 創作活動（センサリーボトル）調理実習、プチ縁日 

１９日 排泄ケア・褥瘡予防研修（施設研修） 

 ９月 創作活動（活動紹介）調理実習、買い物外出、行事食② 

１０月 創作活動（ハロウィン壁掛け）調理実習、紅葉ドライブ、運動会 
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１１月 創作活動（折り紙ＤＥツリー）調理実習、紅葉ドライブ、行事食③、

３拠点間職員交流研修（５日間） 

２１日 感染症予防研修（施設研修）、業務継続計画研修（施設研修）、

３０日 地震総合訓練（３拠点） 

１２月 創作活動（干支の置物作り）調理実習、クリスマス会 

９日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会 

 １月 書初め大会、調理実習、新年会、利用者満足度アンケート 

 ２月 創作活動（お雛様顔ハメパネル）調理実習、行事食④ 

１２日 高次脳機能障がいの理解と対応（施設研修）、１６日 全体研

修（リスクマネジメント・虐待防止研修） 

 ３月 創作活動（タペストリー作り）、調理実習、お雛様クイズ大会、行事

食⑤ 

１７日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会 

通年 映画鑑賞 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

創作活動 １２ １,０８４ 

梁アート作り、七夕飾り、センサリ

ーボトル、活動報告制作、ハロウィン

壁掛け、クリスマスツリー作り、干支

作り、書初め、お内裏様お雛様顔ハメ

パネル、タペストリー 

調理実習 １２ １,２２４ 

フルーツゼリー、フルーツパイ、か

き氷、イチゴゼリー、かぼちゃのどら

焼き、スィートポテト、りんごのババ

ロアケーキ、紅白羊羹、バレンタイン

クレープ、鈴カステラ 

鑑賞会 １２ ９３４ 

懐かし昭和歌謡、お笑い、癒し系生

き物、鉄道系、アニメ、ＰＶ、宝塚歌

劇など 

計 ３６ ３,２４２  
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６ 健康管理状況 

受診員数等                           （単位：人） 

実施機関・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

施設内処置 ２７ ２７ ３０ ３,３８３ ３,３８３ ３,５０１ 

機能訓練 １３ １４ １１ ８９５ １,２６０ １,１６０ 

合計 ４０ ４１ ４１ ４,２７８ ４,６４３ ４,６６１ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ４,１６４ ４,５９１ ４,７３３ 

職員等 ６３７ ６３７ ８６２ 

計 ４,８０１ ５,２２８ ５,５９５ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー ６００kcal ５８０kcal 

タンパク質 ２６ｇ ２５ｇ 

脂質 １８ｇ １７ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 ５２ ４７ ４７ 

－ 

軟飯 ０ １ ０ 

粥食 ５ ２ ２ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ２ ４ 

副食 

常食 ５０ ４４ ４５ 

粗刻み ２ ２ １ 

細刻み・刻み ５ ３ ３ 

ミキサー食 ２ ３ ４ 

経管栄養 ４ ５ ３ 

 

８ 短期入所事業等実施状況                    （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

地域活動支援センター事業 ― ― ― ３ ４ ３ １８９ ２８３ １５７ 
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令和６年度 みすぎの森事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 利用者の体調管理及び意思を尊重した個別支援計画に沿った支援の提供 

⑵ 地域交流及び社会体験の推進 

⑶ 支援力の強化及び人権意識の向上 

 

２ 取組結果 

 ⑴ 利用者の体調管理及び意思を尊重した個別支援計画に沿った支援の提供 

  ア 主治医の指示に基づいて定期受診、各種検査を実施するなど、利用者個々の体

調管理に努めました。併せて、訪問看護やささらの里看護師との連携を密にし、

利用者の健康、体調の変化への速やかな対応につなげました。 

  イ 地域における新型コロナウイルス感染症への対応が緩和され、コロナ禍以前の

ように制限の少ない生活へと変化しています。そのため、現在の状況に合わせ、

利用者の意思決定を尊重した個別支援計画に見直し、支援を行いました。 

  ウ 利用者の通院頻度が増加しているため、通院対応を実施する外部事業所の活用

をしながら職員が通院対応に当たりました。 

⑵ 地域交流及び社会体験の推進 

ア 例年参加している寿地区福祉広場主催「福祉の文化祭」への参加に加え、６月

には初めて「松本圏域障がい者スポーツ大会」に利用者５人が参加しました。 

イ 今年度は、寿地区住民の方約２０人が３回に分けて事業所見学に来所され、コ

ロナ禍以降久しぶりの利用者との交流機会となりました。 

⑶ 支援力の強化及び人権意識の向上 

   グループホームの職員規模が小集団であることから、職員への個別指導を意識し

て８月から新たに午後の職員引き継ぎを行うこととしました。その日の支援の修正

や改善を進め、職員の支援力の強化と意識向上の機会として定着しました。 

 

３ 特記事項 

 ⑴ １２月２３日から大みそかにかけて、利用者４人がインフルエンザウイルス感染

症に感染しました。外出自粛や分離対応の協力を得て、短期間で終息することがで

きました。 

 ⑵ 共同生活援助サービスの特徴を活かし、利用者が外部事業所への通所、陶芸や書

道教室への参加、「ささらの里」、「こきりこささら」への通所など「自分らしい」

生活実現のための選択肢を増やし、それを支援することができました。 

 ⑶ 主治医を中心に訪問看護、ささらの里看護師、家族が連携して医療処置を進めた

結果、令和６年度中は入院治療を必要する利用者はいませんでした。  
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４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                   （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

共同生活援助事業 １４ １４ １４ １４ ０ 

⑵ 令和６年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

共同生活援助事業 ０ ０ ０ 

⑶ 年齢別状況                         （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ５ １ １ １ ０ ８ ４０.３ ３９.８ 

女 ３ ２ ０ １ ０ ６ ４３.３ ４３.１ 

計 ８ ３ １ ２ ０ １４ ４７.１ ４１.２ 

⑷ 障害支援区分認定状況                    （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ １ ７ ８ ５.９ ５.８ 

女 ０ ０ ０ ０ １ ５ ６ ５.８ ５.８ 

計 ０ ０ ０ ０ ２ １２ １４ ５.９ ５.８ 

⑸ 地域別利用者数                      （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ ８ 

女 １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ ６ 

計 ３ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ６ １４ 

⑹ 障がいの状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ８ ０ ０ ０ ０ ０ ８ 

女 ３ ３ ０ ０ ０ ０ ６ 

計 １１ ３ ０ ０ ０ ０ １４ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ５ ０ ０ ０ ５ 

女 ２ ２ ０ ０ ４ 

計 ７ ２ ０ ０ ９ 
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５ 生活及び活動の状況 

行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 １３日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会、１５日・１

６日 夜桜ドライブ、２１日 春の顔合わせ会、オープンハウス 

 ６月 ８日 松本圏域障害者スポーツ大会、２２日 バーベキュー昼食会 

 ７月 ２日 松本歯科大学巡回診察、１２日 夜間総合避難訓練、 

２１日 流しそうめん昼食会、２８日 ささらの里夏祭り、 

５日・１８日・３０日 ドリームサーカス見学外出 

 ８月 ２日・５日・２６日 ドリームサーカス見学外出、１５日 衣料品

販売会、花火大会、１９日 排泄ケア・褥瘡予防研修（施設研修） 

 ９月 １８日 寿地区福祉の文化祭 

１１月 ２１日 感染症予防研修（施設研修）、業務継続計画研修（施設研修）、

３０日 地震総合訓練（３拠点）、３拠点間職員交流研修（５日間） 

１０月 １６日 寿地区マルシェ、２７日 ささらの里秋祭り 

１２月 ３日 第１回そば会、８日 みすぎクリスマス会、９日 第三者委

員及び保護者コーディネーター報告会、１３日 コロナワクチン接種、

１５日 ささらの里クリスマス会 

 １月 １５日 新年会 

 ２月 １２日 高次脳機能障がいの理解と対応（施設研修）、１６日 全体研

修（リスクマネジメント・虐待防止研修）、２０日 第２回そば会 

 ３月 １７日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会 

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

藤森病院 
内科検診 １４ １４ １４ １４ ２８ １４ 

胸部Ｘ線 １３ １４ １２ １３ １４ １２ 

松本歯科大学 歯科検診 １２ １１ １１ １２ １１ １１ 
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⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 １６ １４ １４ ３５６ ２２８ １４７ 

入院状況 ２ １ １ ５６ ３４ １２ 

施設内処置状況 １６ １４ １４ １,６６２ １,１１８ １,０９５ 

機能訓練実施状況 １６ １４ １４ １,９８８ １,４５８ １,４１２ 

合計 ５０ ４３ ４３ ４,０６２ ２,８３８ ２,６６６ 

 

７ 短期入所事業等実施状況                   （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ １７ ９ １３ ６１１ ３８９ ４４８ 

宿泊体験事業    １ ０ ０ ８ ０ ０ 

地域貢献体験事業    １ ０ ０ ２ ０ ０ 
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令和６年度 共立学舎事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 自分らしく生活することができる利用者主体の支援 

⑵ 地域との交流を通じて、共に生きていく福祉の拠点づくり 

⑶ 利用者が安心して過ごせる施設環境の整備 

⑷ 職員が心身ともに健康で働くことができる職場づくり 

 

２ 取組結果 

⑴ 自分らしく生活することができる利用者主体の支援 

ア 新型コロナウイルス感染症（以下、「コロナ感染症」といいます。）をはじめと

する各種感染症等への速やかな対応を行い、感染者のゾーニングや入所、通所の

分離対応など感染拡大防止に努めました。また、通所の家族と連携を取りながら

利用者の健康観察を行うとともに、ガウンテクニック等の実技やオンライン研修

を利用して感染症研修を実施し、感染対応について再確認を行いました。 

イ 外部講師による虐待防止研修を実施し、法律についての理解やグループワーク

で意見交換を行うなど利用者の支援について話し合う機会を持つことができま

した。また、利用者の意思決定に基づき、個人に合わせた生活ができるよう支援

しました。 

ウ 音楽クラブは参加希望のあるメンバーでの活動を行いましたが、アート作品づ

くりや畑作業については班単位での活動が中心になることが多くなりました。季

節の行事に合わせた室内装飾などの作品を協力しながら作り上げることができ

ました。 

エ 日中活動として、室内では運動不足解消のためにエアロバイクや体操を取り入

れ、屋外では近隣の西南公園、アルウィンやスカイパークへ散歩に出掛けました。

利用者の体力に合わせたコースを選択しながら歩くことで体力の維持と機能低

下の予防につとめました。 

⑵ 地域との交流を通じて、共に生きていく福祉の拠点づくり 

ア 外出支援で昼食外出や買い物へ出掛けるなど、地域の店の利用を行いました。

また、今井公民館の健康講座（松商短期大学生によるアロマオイルを使ったハン

ドマッサージ）や今井地区福祉ひろば（ひろば喫茶）、神林・笹賀・今井３地区

のスポーツ協会主催のボッチャ交流会に参加するなど、地域の方々と交流するこ

とで社会参加のきっかけにすることができました。 

イ 養護学校から実習や卒業生を受入れ、施設見学や短期入所の希望等の家族の相

談を受けるなど地域のニーズに応えることができました。 
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ウ 広報誌やホームページ、インスタグラム等で行事だけではなく、日頃の活動の

様子についても発信し、施設について多くの人に関心を持ってもらえるようにし

ました。また、道の駅「いまい恵みの里」では、手ぬい雑巾の販売を継続して行

いました。 

⑶ 利用者が安心して過ごせる施設環境の整備 

ア 男性利用者トイレの扉設置や作業室の壁にテレビを設置したほか、ファ―マー

ズ棟のエアコンの修理、６月及び１２月に発生した漏水の修理、利用者の転倒防

止のため、作業棟へ向かう屋外通路の段差を埋める等の対応を行い、安全に配慮

し、安心して過ごすことができる環境を整えました。 

イ 感染症対応の際にパーテーション等の仕切りを活用するなど、利用者のプライ

バシーの保護と安心して生活することができるよう工夫を行いました。 

ウ 家族に協力を得ながら施設の清掃作業や共立祭への参加など、利用者、保護者、

職員が交流できる場を持つことができました。 

⑷ 職員が心身ともに健康で働くことができる職場づくり 

ア 毎朝夕の引継ぎの時間を有効に使いながら細やかな報連相を心がけ、コミュニ

ケーションのとりやすい職場環境づくりに努めました。 

イ 外部の様々な研修に参加したり、オンライン研修を活用しながら学びを深め、

丁寧な接遇と支援を心がけました。 

ウ 定期的な会議以外にも班会議やスタッフミーティングを実施し、そこで出た意

見に対してのフィードバックを行い、情報共有することができました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 年度始めに入院された高齢の入所利用者について身体状況の変化等があり、施設

へ戻ることが難しい事例がありました。高齢施設への移行を検討するなかで、以前

は連絡の取れていた家族と音信不通になり、さらに後見人の決定までに時間を要し

たことで退所の手続きができない状況が続きました。 

⑵ ７月に２日間に分けて新潟の上越市立水族博物館「うみがたり」へ日帰りバス旅

行に出掛け、家族と一緒に楽しいひとときを過ごしました。 

⑶ １月下旬にコロナ感染症の感染があり、職員、利用者を含めて１８人の感染が確

認されました。入所と通所さらに男性棟と女性棟の分離対応を行い、１週間後には

通常対応に戻ることができました。 

⑷ 保護者会については、長い間、保護者から協力をいただきましたが、家族の高齢

化や役員の選出が難しいことから、令和６年度で保護者会を解散することになりま

した。今後は数名の保護者の方に相談役として協力いただき、利用者互助会として

新たに発足することになりました。 
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４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

生活介護事業 ５５ ４７．６ ５０．５ ５１．６ △３．４ 

施設入所支援事業 ３０ ２８．２ ２９．４ ２８．２ △１．８ 

⑵ 令和６年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ４ ０ 

施設入所支援事業 １ ２ △１ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ３ ６ ２ ２ ３ １６ ５６．１ ５４．８ 

女 ０ ５ ３ １ ４ １３ ６０．６ ６０．４ 

計 ３ １１ ５ ３ ７ ２９ ５８．１ ５７．０ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ７ １１ ０ １ ２ ２１ ４８．９ ４９．７ 

女 ２ ３ ２ ２ １ １０ ５６．６ ５１．６ 

計 ９ １４ ２ ３ ３ ３１ ５１．４ ５０．４ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ １ １ ３ １１ １６ ５．５ ５．４ 

女 ０ ０ ０ ６ ３ ４ １３ ４．８ ４．６ 

計 ０ ０ １ ７ ６ １５ ２９ ５．２ ５．０ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ９ ９ ３ ２１ ４．７ ４．８ 

女 ０ ０ ２ ３ ５ ０ １０ ４．３ ４．５ 

計 ０ ０ ２ １２ １４ ３ ３１ ４．６ ４．７ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 
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⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ９ ０ ２ ０ １ ３ １ ０ １６ 

女 ８ ０ ０ ４ ０ １ ０ ０ １３ 

計 １７ ０ ２ ４ １ ４ １ ０ ２９ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １４ ０ ４ ０ ０ ３ ０ ０ ２１ 

女 ５ ０ ２ ０ １ ２ ０ ０ １０ 

計 １９ ０ ６ ０ １ ５ ０ ０ ３１ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                  （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 １ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

女 １ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

計 ２ ０ １ １ ０ ０ ４ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ２２ ０ １３ ２ ３７ 

女 ７ ２ １４ ０ ２３ 

計 ２９ ２ ２７ ２ ６０ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ ０ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 １日 歓迎会、２２日 お花見会（ファーマーズ班・クラフト班）、

２６日 お花見会（ホビー班） 

 ５月 ５日 ハンバーガーお楽しみ会、８日 救命救急講習、２１日   

避難訓練 

 ６月 １１日 布団交換、１２日 消火訓練、１８日 健康診断、２１日  

保護者作業・懇談会（ホビー班）、２６日 衣料品出張販売 
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 ７月 ８日 七夕会、２４日 日帰り旅行（入所）、３１日 日帰り旅行（通

所） 

 ８月 ２１日 納涼祭、２２日 玉ねぎの収穫（ファーマーズ班）、２８日  

夜間総合避難訓練 

 ９月 １１～３０日 アートな参加月作品出展（梓川支所）、１１日 ミニ運

動会、２７日 保護者作業・懇談会（ファーマーズ班・クラフト班） 

１０月 ８日 内科検診、１５日 布団交換、２３日 共立祭、３１日   

ファーマーズ班焼肉会 

１１月 ６日 避難訓練・消火訓練、７日 さつまいもの収穫（ファーマー

ズ班）、１４日 松本市実地指導、１８日 インフルエンザ・コロナワ

クチン接種、１９日 虐待防止研修、２０日 ホビー班お楽しみ会、  

２２日 クラフト班親睦会 

１２月 ９日 焼きいも会（ファーマーズ班）、１０・１７日 感染症研修、  

２５日 クリスマス会 

 １月 １５日 三九郎、２９日 スポーツボイス 

 ２月 ５日 節分、１９日 防犯訓練 

 ３月 ５日 ひな祭り、１３日 クラフト班お楽しみ会、１４日 ＢＣＰ

訓練・研修、２２日 保護者総会、２４日 ホビー班お楽しみ会、   

２５日 第三者委員報告会、３１日 送別会 

通年 精神科検診（毎月）、歯科往診（毎月） 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

音楽クラブ ７ ９１ 季節の歌・合奏・ダンス、 

行事発表の練習等 

野菜の収穫 

（ファーマーズ班） 

３ ６０ 玉ねぎ・さつまいもの収穫、 

焼きいも会 

スポーツボイス １ ２６ 音楽に合わせて声を出しながら体を

動かすレクレーション 

計 １１ １７７  
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６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

城西病院 精神科検診 ２９ ３１ ３１ ３４８ ３８４ ３７１ 

品川内科医院 内科検診 ３０ ３０ ２８ ３０ ３０ ２８ 

医師会 健康診断 ５４ ４７ ５４ ５４ ４７ ５４ 

その他の医療機関 歯科検診 ３０ ３０ ２９ ２３２ ２３５ ２４０ 

⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 ３８ ３０ ３０ ４５９ ４１７ ３４７ 

入院状況 ２ ２ ３ １８１ ５０ ３３５ 

施設内処置状況 ３０ ２６ ３０ １，４８８ ３，４８５ ２，５８０ 

機能訓練実施状況 ４ ３ ３ ２０９ ３００ １３５ 

合計 ７４ ６１ ６６ ２，３３７ ４，２５２ ３，３９７ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ３４，６１７ ３８，３３４ ４０，１２２ 

職員等 ２，５９４ ２，６６２ ２，９６３ 

計 ３７，２１１ ４０，９９６ ４３，０８５ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １，８００kcal １，８４０kcal 

タンパク質 ７２ｇ ６８ｇ 

脂質 ４５ｇ ５４ｇ 
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⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 ４５ ５５ ５５ 

週７回 

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 １０ ５ ５ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ０ ０ 

副食 

常食 ４１ ４７ ４２ 

粗刻み １３ １２ １７ 

細刻み・刻み １ １ １ 

ミキサー食 ２ ０ ０ 

経管栄養 ０ ０ ０ 

 

８ 短期入所事業等実施状況                    （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ ５ １０ １５ ３９３ ４５８ ３０６ 

日中一時支援事業    ８ ８ ８ ８９９ ６３２ ６４２ 
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令和６年度 チャレンジ松本事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 職業準備トレーニングと職場定着のための支援の充実 

⑵ 利用者工賃の向上 

⑶ 地域との交流と地域への貢献 

⑷ 利用者の意思決定の尊重と職員の資質向上 

 

２ 取組結果 

⑴ 職業準備トレーニングと職場定着のための支援の充実 

ア ホームページやインスタグラムでの情報発信から、１人の見学及び１人の体験

実習につながりました。訓練生１人が見学・体験等を重ね、就労継続支援Ａ型事

業所を利用することになりました。また、前年度、体調不良で利用終了した訓練

生１人が５月から利用再開しました。 

イ 多様なニーズに応える就労支援の在り方について検討し、２月から就労移行支

援事業の定員を８人から６人に、就労継続支援Ｂ型事業の定員を３２人から３４

人に変更しました。 

ウ 就職後の利用者２人に対し就労定着支援を行い、１人は６月で支援を終了しま

した。 

エ 訓練生の就職準備等が重なったため、長野県障がい者技能競技大会・長野県障

がい者スポーツ大会への参加を見合わせました。 

⑵ 利用者工賃の向上 

ア 利用者の希望を確認し、適正、体調等を考慮しながら、作業の配置をしました。

感染症対応のため法人内清掃ができない期間もありましたが、企業からの受託作

業が隙間なく行えたこと、市民農園の除草作業期間が増えたこと、トイレットペ

ーパーの販売数が増えたこと等もあり、昨年度より収入は増えました。 

イ 委託先のニーズに即した迅速かつ正確な作業品質を心がけ、新しい作業を受託

することができました。また、新たに古紙回収先４か所、トイレットペーパー販

売先３か所、新規企業からの受託契約１カ所の開拓を行い、工賃向上に努めまし

た。一方で、椎茸栽培の研究はできませんでした。 

⑶ 地域との交流と地域への貢献 

ア 公園の除草作業や定期的な資源物回収を行い、地元町会との関わりを大切に 

しました。 

イ 地域の障がい者のお宅の段ボール回収の依頼があり、地域貢献活動の一環とし

て実施しました。 
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⑷ 利用者の意思決定の尊重と職員の資質向上 

ア 利用者の希望を尊重しながら作業活動等の提供を行い、利用者自らが意思決定

できる力が育てられるよう支援しました。また、利用者についての気づきを職員

間で共有し、チームとして利用者の意思決定支援ができるよう努力しました。 

イ 法人内研修の他、外部研修にも積極的に職員を派遣し、研修後に資料回覧や職

員会議等での伝達研修を行いました。また、オンライン研修も活用し、職員の資

質向上に努めました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 令和６年１１月１３日に行われた所轄庁による実地指導の結果、文書指摘があっ

たため是正措置を講じました。今後は、適切な手順に沿って個別支援計画を作成し、

加算の算定についても適切に行います。 

⑵ 新型コロナウイルス感染症等については、罹患した利用者、職員は、３月までに

単発で５件ありましたが、感染拡大することなく終息しました。しかし、３月１７

日にＢ型利用者１人が新型コロナウイルス感染症の陽性となり、その後、利用者８

人、職員１人が罹患しました。この間、検温の回数を増やし、マスクの着用、換気

及び利用者の様子観察を徹底し、必要に応じて抗原検査を行うなど対応しました。

事業所を閉鎖することなく、３月２４日に終息しました。 

 

４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

就労移行支援事業 ６ １.９ １.９ １.５ △４.５ 

就労継続支援Ｂ型事業 ３４ ３２.６ ３２.３ ３５.６ １.６ 

就労定着支援事業 － － ２ １ － 

⑵ 令和６年度異動状況                （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

就労移行支援事業 １ １ ０ 

就労継続支援Ｂ型事業 ４ ３ １ 

就労定着支援事業 ０ １ △１ 
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⑶ 年齢別状況 

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０.０ ３０.０ 

女 ０ １ ０ ０ ０ １ ４０.０ ０.０ 

計 ０ １ ０ ０ ０ １ ４０.０ ３０.０ 

イ 就労継続支援Ｂ型事業                   （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １７ ８ ０ １ ０ ２６ ３８.９ ３８.２ 

女 ４ ８ １ ０ １ １４ ４５.８ ４５.８ 

計 ２１ １６ １ １ １ ４０ ４１.３ ４０.７ 

ウ 就労定着支援事業                     （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １ ０ ０ ０ ０ １ ２３.０ ２２.５ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０.０ ０.０ 

計 １ ０ ０ ０ ０ １ ２３.０ ２２.５ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

女 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ - - 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ - - 

イ 就労継続支援Ｂ型事業                   （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 １１ ２ ６ ７ ０ ０ ２６ ２.３ ２.８ 

女 ３ １ ３ ５ ２ ０ １４ ３.１ ３.４ 

計 １４ ３ ９ １２ ２ ０ ４０ ２.６ ３.０ 

ウ 就労定着支援事業                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ - - 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ - - 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 
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⑸ 地域別利用者数  

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

女 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

イ 就労継続支援Ｂ型事業                   （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １９ ０ ３ ２ ０ ２ ０ ０ ２６ 

女 ６ ０ １ ２ ０ ２ ０ ３ １４ 

計 ２５ ０ ４ ４ ０ ４ ０ ３ ４０ 

ウ 就労定着支援事業                     （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況 

就労継続支援Ｂ型事業                  （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ０ ０ １ ０ １ ０ ２ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ １ ０ １ ０ ２ 

イ 療育手帳所持状況 

(ｱ) 就労移行支援事業           （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ０ ０ ０ ０ ０ 

女 ０ ０ ０ １ １ 

計 ０ ０ ０ １ １ 

(ｲ) 就労継続支援Ｂ型事業             （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ なし 計 

男 １０ １ １１ ３ １ ２６ 

女 ５ ０ ９ ０ ０ １４ 

計 １５ １ ２０ ３ １ ４０ 
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５ 生活及び活動の状況 

行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ６月 １７日 歓迎会、２１日 保護者作業 

 ８月 １日 七夕会 

 ９月 ２７日 暑気払い 

１０月 ２３日 共立祭 

１１月 ２５日 日帰り旅行 

１２月 ２４日 クリスマス会 

 １月 １５日 三九郎 

 ２月 ３日 節分 

 ３月 ２８日 慰労会 

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

城西病院 精神科検診 ５ ３ ３ ５０ ３６ ３６ 

松本医師会 内科検診 ０ ９ １１ ０ ９ １１ 

⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 １ ０ ０ １ ０ ０ 

施設内処置状況 ２ ０ ０ ２ ０ ０ 

合計 ３ ０ ０ ３ ０ ０ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ７，５４７ ７，１８１ ７，３７９ 

職員等 ７９８ ４１２ ３８７ 

計 ８，３４５ ７，５９３ ７，７６６ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー ２，０００kcal １，９００kcal 

タンパク質 ７０～８０ｇ ７０ｇ 

脂質 ４５～５０ｇ ５５ｇ 
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⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 ３６ ３８ ３８ 

― 

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 ０ ０ ０ 

ミキサー食・ゼリー食 ０ ０ ０ 

副食 

常食 ３４ ３６ ３６ 

粗刻み ０ ０ ０ 

細刻み・刻み ２ ２ ２ 

ミキサー食 ０ ０ ０ 

経管栄養 ０ ０ ０ 

 

８ 職種別就職等の状況（就労移行支援事業）            （単位：人） 

製造業 サービス業 食品製造 運送業 Ａ型事業所 合計 

０ ０ ０ ０ １ １ 

 

９ 支給工賃総額の推移（就労継続支援Ｂ型事業）          （単位：円） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１０，３４１，５９６ １０，５７４，９９８ １１，５３２，５１１ 

 

10 職場定着支援の実績（就労定着支援事業）            （単位：人） 

4 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

２ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １５ 
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令和６年度 あい・アドバンス今井事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 利用者の個々の「思い・心」に寄り添った支援を提供します。 

⑵ 公益性が高く、地域に貢献する施設を目指します。 

⑶ 職員が働きやすい職場環境を推進するとともに、オープンな施設運営を心掛け、

家族や地域社会に信頼されるよう努めます。 

⑷ 福祉の専門家としての自覚と誇りを持った人材を育成します。 

 

２ 取組結果 

⑴ 利用者の個々の「思い・心」に寄り添った支援を提供します。 

ア ほとんどの利用者が思いを伝えることができない状況で、職員が利用者の代弁

者としての役割を認識し、利用者に真摯に向き合い「求めているもの」を探りな

がら個別支援計画を作成し支援しました。また、毎月のケース会議で全利用者の

情報を確認し、職員間で統一した支援を行いました。 

イ 利用者の特性に配慮した居室用センサーマット、体育館用の大型冷風機を追加

導入しました。 

⑵ 公益性が高く、地域に貢献する施設を目指します。 

ア 強度行動障がい者を受け入れるため、「松本市強度行動障害者に対応するため

の施設改修補助金」の申請を行い、３年連続して支給決定いただき、障がい特性

に配慮した安全な支援環境を整備することができました。 

イ 施設見学、養護学校の生徒の実習は断ることなく丁寧に対応を行いました。土、

日、祝日の利用希望や強度行動障がい者の利用希望も多い状況です。 

ウ 地域交流として松本短期大学のゼミ学生と畑での野菜作り、収穫を通じ、利用

者との交流を行いました。学生には施設や障がい者への理解を深める貴重な機会

として学びの場を提供しました。 

エ 利用者退所後の入所調整の遅れから、空床状態が長期化してしまい、地域への

貢献面で課題が残りました。 

⑶ 職員が働きやすい職場環境を推進するとともに、オープンな施設運営を心掛け、  

家族や地域社会に信頼されるよう努めます。 

ア 「地域コーディネーター」を近隣３地区の民生・児童委員３人に委嘱し、２回

来所していただきました。ありのままの生活の様子を見ていただき、施設運営に

ついて評価や助言をいただくとともに、地域と施設との橋渡しをお願いしました。

家族会とは班別懇談会、家族会理事会を通して施設への意見や要望を伺いました。 

イ 利用者の家族や地域への情報発信をこころがけ、風通しの良い環境づくりに取

り組みました。 
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⑷ 福祉の専門家としての自覚と誇りを持った人材を育成します。 

ア 各種支援研修会に職員を積極的に派遣し、研鑽を積んできました。また、虐待

防止に関しては、声掛けや対応の実践的研修を実施するとともに、虐待防止の目

標を施設内に掲示し、外来者にも周知していくことで徹底を図っています。 

イ 専門的な知識の習得と医療機関との連携を深めるため、村井病院と合同で職員

研修会を企画実施し、相互の連携へのきっかけづくりができました。 

ウ 先進地の視察については、県立西駒郷で新規に開設された強度行動障がい者に

特化した施設を訪ねました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 設立５０周年の記念式典を「あい・今井祭」を兼ねて開催しました。コロナ禍で

はあったものの、利用者及びその家族、法人関係者出席の中、盛会のうちに無事に

終えることができました。また、５０周年を記念し、村井病院と共催で外部の講師

を招いて記念講演会を開催し、地域福祉のあり方のひとつの視点を学びました。 

⑵ ７月に新型コロナウイルス感染症の大規模なクラスターが発生（利用者４１人、

職員１９人）し、協力医と連携を図り早期治療を実施しました。また、職員不足を

補うため、他施設から職員の応援を依頼し、重篤者を出さず短期間で終息しました。 

⑶ 働きやすい職場環境の推進に取り組んできましたが、年度末に職員間のハラスメ

ント行為に関する相談があったため、本部と連携し対応しました。ハラスメント指

針に基づき、再発防止に努めるとともに、職場内で就業規則の確認を行い、職員一

人一人が自覚を持って業務を行うように認識を深めました。 

 

４ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                   （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ４年度 ５年度 ６年度(b) 

生活介護事業 ６０ ５５．７ ５３．３ ５０.８ △９.２ 

施設入所支援事業 ５０ ４６．６ ４６．４ ４５.４ △４.６ 

⑵ 令和６年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ０ ４ 

施設入所支援事業 ４ １ ３ 
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⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ６ ９ １ ３ ６ ２５ ５５.８ ５５.７ 

女 ７ ９ ０ ４ ４ ２４ ５１.３ ４８.５ 

計 １３ １８ １ ７ １０ ４９ ５３.６ ５１.１ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ６ ４ ０ １ １ １２ ４２.７ ４１.８ 

女 ３ ０ ０ ０ ０ ３ ４３.０ ４７.５ 

計 ９ ４ ０ １ １ １５ ４２.８ ４３.６ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ２ ８ １５ ２５ ５.５ ５.７ 

女 ０ ０ ０ １ ６ １７ ２４ ５.７ ５.４ 

計 ０ ０ ０ ３ １４ ３２ ４９ ５.６ ５.６ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ２ ６ ４ １２ ５.２ ５.２ 

女 ０ ０ １ ０ １ １ ３ ４.７ ４.８ 

計 ０ ０ １ ２ ７ ５ １５ ５.１ ５.１ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １８ ０ ４ １ ０ １ ０ １ ２５ 

女 １５ ２ １ ３ ０ ３ ０ ０ ２４ 

計 ３３ ２ ５ ４ ０ ４ ０ １ ４９ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ８ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ １２ 

女 ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ 

計 １０ ０ ２ ２ ０ １ ０ ０ １５ 
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⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                  （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ３ ３ ２ ０ １ １ １０ 

女 ３ ０ ０ ２ ０ １ ６ 

計 ６ ３ ２ ２ １ ２ １６ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ２７ ２ ３ ０ ３２ 

女 ２０ ０ ５ ２ ２７ 

計 ４７ ２ ８ ２ ５９ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ ０ ０ １ 

女 ２ ０ ０ ２ 

計 ３ ０ ０ ３ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 １６日 お花見会、２１日 家族会総会 

 ５月 ２２日 避難訓練 

 ６月 １２日 布団交換、１９日 松本市医師会検診 

 ７月 ５日 七夕会 

 ８月  ６日 納涼祭 

 ９月  ６日 夜間避難訓練、２４日 防犯訓練 

１０月 ２０日 ５０周年記念式典・あい・今井祭、２２日 布団交換 

１１月 ２６日 新型コロナ・インフルエンザ予防接種 

１２月 １９日 総合防災訓練、２４日 クリスマス会 

 １月  ７日 新年会、１８日 家族会理事会 

 ２月 ４日 節分 

 ３月  ３日 ひな祭り、３１日 お別れ会 

通年 精神科検診（毎月）、訪問歯科（毎月）、訪問マッサージ（毎月） 

訪問理髪（毎月）、環境整備（毎月）館内清掃・掃除（毎月） 
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⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

園芸クラブ １ ２１ 花の苗植え 

レクリエーション １ ２３ リズム体操 

レクリエーション ３ ５３ 絵画、造形 

計 ５ ９７  

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

村井病院 精神科検診 ４８ ４７ ５３ ２８８ ５２８ ５２２ 

品川内科 内科検診 ４８ ４７ ５３ ３７２ ３４５ ３４６ 

その他の医療機関 歯科検診 ４８ ４７ ４９ ３０４ ３９８ ４９７ 

※ 精神科検診及び内科健診については、グループホームの利用者の通院も対応

することとなったため、集計人数等多くなっています。 

⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

受診状況 ４９ ４８ ５２ ３３５ １，５３７ １，５４５ 

入院状況 ５ ３ ４ １５１ １６０ １０１ 

施設内処置状況 ２４ ２３ ２８ ３，０８１ ３，１８６ ３，２２６ 

機能訓練実施状況 ８ ９ ８ ７６８ ６３３ ７９２ 

合計 ８６ ８３ ９２ ４，３３５ ５，５１６ ５，６６４ 

※ 受診状況は上記と同様、グループホームの利用者も集計人数に含まれます。 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ４年度 ５年度 ６年度 

利用者 ５３，３８９ ５２，１１２ ５１，１８７ 

職員等 １，７２９ ２，０７８ ２，３２７ 

計 ５５，１１８ ５４，１９０ ５３，５１４ 
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⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １，７００kcal １，７４８kcal 

タンパク質 ７０ｇ ６８ｇ 

脂質 ４５ｇ ５１．８ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
４年度 ５年度 ６年度 

主食 

常食 ５２ ４７ ４３ 

週７回 

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 １０ １０ １８ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ２ ２ 

副食 

常食 ４０ ４１ ３０ 

粗刻み ９ １０ １２ 

細刻み・刻み １３ ６ １９ 

ミキサー食 ２ ２ ２ 

経管栄養 ０ ０ １ 

 

８ 短期入所事業等実施状況                    （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 

短期入所事業 ４ ４ ４ １０ ９ ８ ６１１ ３８９ ４４８ 

日中一時支援事業    １０ １０ ９ ４９３ ４０８ ３６０ 

タイムケア事業    ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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